
科目群 科目区分等 科  目  名 担当教員名 対象学年次 学期 

専門科目 1 単位 
卒業研究 

 
卒業研究Ⅱ 

 
鈴木 勲 2 年次 秋 

 
授業のキーワード 児童家庭福祉、子どもの貧困、社会的養護 
授業の概要・目的 
及び修得させる知

識・技能 

各自で選定した児童家庭福祉領域に関係する卒業論文を完成させるための論文指導、

具体的には研究論文の書き方、研究報告の方法などを中心に授業を行う予定である。

履修のアドバイス・ 
前提科目等 

卒業研究をとおして、受講者自身が選定した研究テーマに関する見知や議論を深めて

いく過程を重視している。 
 

授 業 展 開 

 テーマ 内   容  テーマ 内   容 
第 
１ 
講 

イントロダク

ション 
講義の趣旨説明及びスケジュー

ルの確認を行う。 
第

９

講

個 別 指 導

（４） 
卒業研究に関する個別指導 

第 
２ 
講 

研究論文の書

き方（１） 
論文の構成や文章表現方法を学

ぶ。 
第

10
講

個 別 指 導

（５） 
卒業研究に関する個別指導 

第 
３ 
講 

研究論文の書

き方（２） 
論文を書くために必要となる文

献資料の収集方法を学ぶ。 
第

11
講

個 別 指 導

（６） 
卒用研究に関する個別指導 

第 
４ 
講 

研究論文の書

き方（３） 
論文を書く際に必要となる引用

のルールなどについて学ぶ。 
第

12
講

個 別 指 導

（７） 
卒業研究に関する個別指導 

第 
５ 
講 

研究論文の発

表方法 
効果的な研究発表の方法を学

ぶ。 
第

13
講

まとめ 本講義の振り返り及び報告会実

施についての確認 

第 
６ 
講 

個別指導（１） 卒業研究に関する個別指導 第

14
講

卒業研究報

告会（１） 
 

第 
７ 
講 

個別指導（２） 卒業研究に関する個別指導 第

15
講

卒業研究報

告会（２） 
 

第 
８ 
講 

個別指導（３） 卒業研究に関する個別指導 

評 価 方 法 

卒業研究に対する取り組み
60％、卒業論文 40％の配分とす
る。研究指導を受けながら、自
ら積極的に考え、見知を深めて
いく作業やその過程を重視して
いる。 

備 考 
（関連する資格・試験等） 

授業展開は予定であり、授業の進度などにより、内容などが変更される場合もある。 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 
特に指定せず、講義の中で随時紹介する。 
 
 

随時、授業中に紹介する。 


